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2021 年度 第 2 回運営推進会議 

2021 年 7 月 12 日（月） 

地域密着型介護老人福祉施設 

越谷なごみの郷 

3Ｆ多目的室 

 

運営推進会議の趣旨 

Ⅰ．運営推進会議の目的 

1.事業所運営の透明性の確保 

 2.サービスの質の確保 

 3.事業所による「囲い込み」の防止 

 4.地域との連携の確保 

 

Ⅱ．地域密着型サービスの役割 

① 本人本位の支援 

② 継続的な支援 

③ 地域で暮らし続けることの支援 

④ 地域との支えあい等を理念とする地域密着型サービスは、入居者・利用者のより良い暮らし

を着眼点に本人と地域との関係を断ち切らない支援 

 

 上記の役割を担うため、事業所と地域との良好な関係を築き、事業所が提供するサービスが、住

民ニーズに即した価値のある地域資源として機能していく必要がある。利用者がどのような暮らし

を望み、これからサービスを利用するかもしれない住民が何を期待しているのかを知らなければな

らない。 

 運営推進会議は、事業所と地域との関係をつなぐ一つの手段であり、地域密着型サービスを‘事

業所と地域住民とが一緒に育てていくことを目的に行っていく。 
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１．介護老人福祉施設 

【運営状況報告】 

● 介護老人福祉施設 5 月 10 日～7 月 11 日までの入居・退居状況 

入居者 退居者 在籍者 

0 名 0 名 29 名 

 

● 平均年齢と平均介護度  

平均年齢 平均介護度 

86 歳 3.93 

 ●人員体制  人員配置基準(2.5：1) 

入退職者・異動職員 地域密着型施設の職員数 現在夜勤可能職員数 

夜勤専従 

入職者＝1 名 

退職・異動者＝1 名 

 

21 名（前回比 0 名） 

常勤換算数：16.7 人 

配置基準 3：1 割合（2.27：1） 

 

夜勤可能職員数 11 名（5 回） 

夜勤専従 1 名（10 回～11 回） 

夜勤配置 2 人配置 

 

● 教育・研修等 

※ その他、今年度も法令に沿った研修を実施予定 

●活動状況・予定 

活動状況 

・新型コロナウイルス感染対策の為、活動は実施できず、命を守るケアについて、

改善活動計画書を活用し、計画の立案、実施、効果測定を行っている。 

 

ユニット会議

リーダー会議 

・ユニットフロア会議：新型コロナウイルス感染対策を行いつつ実施 

・ユニットリーダー会議：新型コロナウイルス感染対策を行いつつ実施 

 

●事故その他・・・ 

①5 月 7 日（金）17 時 10 分頃 

発生状況 ：D ユニット遅番者より、「薬のポシェット夕食ではないのを持っていない」と言

われ、朝食用のポシェットを所持していることに気が付く、その際には、主の服薬作業は終

了しており、誤って夕食薬ではなく朝食後薬を服用させてしまっていた。 

結果：夕食後薬（酸化マグネシウム錠）を服用するところ、朝食後薬（ビタミン剤）を服用

させてしまった。 

再発防止策：①隣のユニット職員と同じ時間にポシェットを同時に取りに行く。②ポシェッ

トの箱の色を朝、昼、夕で分ける。③薬のポシェットにひもやテープで色分けして朝、昼、
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夕のポシェットを分かりやすくする。 

 

②6 月 9 日（水）15 時 45 分 

発生状況 ：主の居室より、「誰か、助けて」と声が聞こえた為、訪室するとベッドと車いす

の間に膝眞づいている主を発見する。 

再発防止策：センサーの使用方法を変更する。主がベッドで休まれている際は、ベッドサイ

トに設置。主が居室より離れている際は、居室入り口に設置。センサーも利用しているが隣

ユニット職員とも連携を継続し対応する。 

 

③6 月 9 日（水）23 時 50 分 

発生状況：廊下にて車いすから前方に転倒されている主を発見する。主の居室に設置してい

るセンサーの反応はなかった。 

再発防止策：センサーに頼ってはいなかったが、引き続き所在確認を行う。主の ADL 低下

により、車いすを自走して移動するだけで前傾になることが見られているため、主の日々の

状況を共有し、前傾姿勢が強くみられる際は、自走ではなく、介助にて車いす操作を行う。 

 

④ 6 月 18 日（金）11 時 50 分 

発生状況：最終所在確認 11 時 20 分に居室にいる主を確認する。 

事務所より、主が事務所外壁に立っていると連絡を頂き、主が居室から離れていることを把

握する。ユニット自動ドアは、ボタンを押すことで開錠することを主は把握されていた。C

館自動ドアは手動で開閉が出来る状況。ユニット玄関は、鍵が施錠されていない状況であっ

た。ご家族の希望で駐輪所周辺まで歩行練習することは日課になっていた。 

再発防止策：自動ドアを自力で介助できることを全職員で把握し、解除できるとの認識を持

ち行動する。見取りケアの方のご家族が頻回に出入りする状況であった。鍵が確りと施錠さ

れている状況が維持されているか確認を徹底する。 

 

 



地域密着型サービス運営推進会議の記録 

 

会議名称  ：2021年度 第2回運営推進会議 

事業所名  ：地域密着型介護老人福祉施設 越谷なごみの郷 

サービス種類 ：地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

会議開催日時 ：2021年7月12日（月） 10時00分 ～ 10時10分 

会議開催場所 ：地域密着型介護老人福祉施設 越谷なごみの郷 3Ｆラウンジ 

 

≪運営推進会議出席者≫ 

入居者      0名 

地域住民の代表      0名 

知見を有する者      0名 

地域包括支援センター職員      0名 

事業者       6名 

 

≪議 題≫ 

■ 運営推進会議構成員の紹介 

■ 2021年5月10日～2021年7月11日までの活動状況の報告 

 

≪活動状況の報告≫ 

○ 介護老人福祉施設における2021年5月10日～2021年7月11日 までの、 

利用状況活動内容等の報告(大澤) 

 

 

  ※別紙（第2回運営推進会議）参照 

   事故の詳細報告 

 

≪要望、助言、意見等≫ 

大澤にて、運営推進会議の趣旨の説明 

大澤にて、第1回運営会議推進会議録資料に沿って、報告 

 

参加者、説明に対し理解し了承する。 

 

≪資料等≫ 

○ 運営報告 

○ 2021年5月10日～2021年7月11日までの活動報告 

 

≪次回の会議≫ 

○ 次回議題  

・2021年7月12日～2021年9月12日までの活動、状況報告 

・運営等についての意見交換 

・地域密着型の主旨に基づいたサービス提供ができているかを基本に、地域活動 

を含め協議していく。 

○ 次回開催月日 2021年 9月 13日（月）  

○ 次回開催場所 地域密着型介護老人福祉施設 越谷なごみの郷 3Ｆ研修室 

 

 

 


